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Every autumn, Paris stages Nuit Blanche, a sleepless night, promoting contemporary art. 

Kyoto, a sister city of Paris, holds the joint event “Nuit Blanche KYOTO” in various locations 

within the city. The Kyoto edition is dedicated to contemporary creation and focuses on 

Japanese and French artists, introduced to a wide audience along a journey through Kyoto 

heritage venues and art spots. Kyoto’s night is lighted up by a varied program of free events 

including a selection of new trends and experimentations in performing and visual arts. So 

how about an artistic wandering in vibrant autumn night of the heart of Japan ?

#nbkyoto

25 京都dddギャラリー｜kyoto ddd gallery
 11:00–18:00
 ドヴァランス-システムを遊び場に
 deValence（ドヴァランス）は、現
在フランスで最も精力的に活動し
ているグラフィックデザイン・スタジ
オの一つ。その質の高いデザイン
の手法は数多くの分野で高く評
価されています。日本初となる今
回の個展では、ドヴァランスが現
代グラフィックデザイン変革の一
翼を担ってきたことを示す代表的な作品の数 を々ご覧いただけます。

 展覧会：8/28–10/23（11:00–19:00）※土曜、9/8（日）は18:00まで
※日・祝休

 〒京都市右京区太秦上刑部町10　☎075-871-1480

26 KUNST ARZT
 12:00–22:00
 小嶋崇嗣個展 PARFUM
 シャネル「N°5」の香水瓶をモ
チーフにしたコンテンポラリー・
ジュエリー・アーティストの展覧会。

    「香水」としての消費社会での役
割と、匂いのもつ人の気持ちや記
憶との関係性を、ジュエリーとし
て可視化。

 展覧会：10 /1–10 /6（12:00– 
18:00）※10/5は22:00まで

 〒京都市東山区夷町155-7 2F　
 ☎090-9697-3786

27 COHJU contemporary art
 13:00–22:00
 小松宏誠個展
 小松宏誠の個展を開催。「鳥」や「羽根」を使
用した「Lifelog」シリーズをはじめ、蜘蛛の
巣を利用した「Network」シリーズ、新素材の
カーボンを使用したモビール作品の新シリーズ
「Air Line」を展開。小松のこれまでの主要作
品を一挙に公開する。

 展覧会：9/7–10/12（13:00–18:00）※日・祝
休（月曜のみ予約制）※10/5は22:00まで

 〒京都市中京区毘沙門町557江寿ビル　
 ☎075-256-4707

28 白川京津電気軌道跡地｜old railway (Keishin Line) site on the 
Shirakawa river

 16:00–21:00
 蜉蝣景：paysage éphémère
 建築（インスタレーション）・茶・謡の即興を用いた
一時的な都市計画（urbanisme éphémère）に
よって、京都岡崎の重要文化的景観の重層的
な歴史の中に埋没している場所性と対話し、存
在する複数の「みち」を感覚化するプロジェクト。

 ※茶の湯体験は別途有料 
 〒京都市左京区円勝寺町57付近
 ☎080-2278-6030

 29スフェラ・ビル｜SferaExhibition
 18:00–22:00
 Dialogue compliqué par
  “The Pranks”
 The Pranksによる“軽やかな
シュールレアリズム”の体験型
インスタレーション。描かれたキャ
ラクターたちは何を喋っているの
か？ “聞き耳を立てるように”絵を
見ると、彼らと親密になって、頭が
グルグルしてきて、何かが生まれる？

 展覧会：10/5–10/29（11:00–19:00）※水休※10/5のみ18:00–22:00
 〒京都市東山区縄手通り新橋上ル西側弁財天町17スフェラ・ビル
 ☎075-532-1105

30 長性院｜Choshoin
 13:00–21:00
 菅かおる「光と海」
 日本画の技法を用いる作家・菅
かおるの水の絵を蝋燭で鑑賞し
ます。金箔の輝く絵画を蝋燭の
光源によって照らすことで、そこ
に生じる「荘厳」の作用を探る
試みです。

 企画：はが みちこ
 展覧会：10/5（13:00–21:00）、

10/6（13:00–17:00）
 〒京都市下京区新開町 397-12　☎090-5377-9866
 （別会場関連展示：ギャラリー・パルク 10/11–10/27）

31 同時代ギャラリー｜DOHJIDAI GALLERY of ART
 12:00–22:00
 笹岡由梨子個展　「太陽 Ⅰ」
 「太陽」は、朝を告げ・光を与える。
「太陽」は、すべての生命の源であ
る。がんとの闘病・家族との生活を
もとに、「太陽」にまつわる考察と
実験的な展覧会を開催する。

 展覧会：10 /1–10 /13（12:00–
19:00）※月休※10/13は17:00
まで※10/5は22:00まで

 〒京都市中京区三条通御幸町東入弁慶石町56 1928ビル2F
 ☎075-256-6155

© deValence

畔柳 尭史（Polar）

The Pranks

菅 かおる 「水中トリップ 蝋燭の灯でみる水の絵 」（Gallery Antenna, 2010）

笹岡由梨子

主催：京都市、アンスティチュ・フランセ関西（旧 関西日仏学館）／共催：京都駅ビル開発株式会社、京都芸術センター、京都市立芸術大学、
京都市交通局、ヴィラ九条山／特別後援：在日フランス大使館／後援：外務省、在京都フランス総領事館／助成：アンスティチュ・フランセパリ
本部、パリ市／協賛：JR西日本京都駅グループ、東洋アルミニウム株式会社、DMG森精機株式会社、京都悠洛ホテル Mギャラリー／協力：
文化庁 地域文化創生本部、MKタクシー、Vivre le Japon／プロデュース&コーディネーション：COIL INC.、MUZ ART PRODUCE
ヴィラ九条山はアンスティチュ・フランセ日本の5つの支部の1つで、ベタンクールシュエーラー財団とアンスティチュ・フランセの支援を受けています。

10月5日（土）  夕方から
Samedi 5 octobre 2019
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パリ白 夜 祭への架け橋̶現 代アートと過ごす夜

32 haku
 11:00–23:00
 空間現代＋古舘健
 バンド・空間現代とDumb Typeでも活動する
アーティスト／ミュージシャン／エンジニアである
古舘健によるインスタレーション作品。生身の
演奏がその身体を失った時、蠢く信号となった
状態を立ち上げる。

 展覧会：8/30–10/13（11:00–19:00）※火休
※10/5は23:00まで

 〒京都市下京区中之町566　
 ☎075-585-5959

33 MORI YU GALLERY
 12:00–19:00
 北村英哲個展
 北村は、絵画として描きたいもの
のイメージを粘土でまず立体とし
てつくりあげ、それをみて平面へと
写し描く。北村の絵画は、オブ
ジェと平面の間、現実と想像の
狭間で振動し続けるように立ち
現れてくる。

 展覧会：10/5–10/27（12:00–
19:00）※月・火・祝休

 〒京都市左京区聖護院蓮華蔵町4-19　☎075-950-5230

34 ワコールスタディホール京都　ギャラリー｜WACOAL STUDYHALL KYOTO　
Gallery

 10:00–20:00
 西條茜個展 / タブーの室礼
 19:00–19:15　パフォーマンス 

 「プレイヤーの呼吸」
 　『タブー』をテーマに、16世紀フ
ランスの聖俗が混在する文化的
背景から肉体と道具の境界にある
イメージを作り上げる。本展では今
年春にフランスで滞在制作を行っ
た陶磁器やドローイングの作品な
どを発表する。

 展覧会：10/1–11/9（火–金10:00–20:00、土10:00–17:30）※日・月・
祝休※10/5は20:00まで

 〒京都市南区西九条北ノ内町6ワコール新京都ビル1階　
 ☎075-556-0236

プレイベント―――――――――――――――――――――――――――

● A & E SALON
 13:00–14:30（開場12:30）
 Succession・継承
 京都でも多数のファンを持つ世界の巨匠ジェラール・プーレ（ヴァイオ
リン）を中心に、日本の多彩なミューズ（五美姫）たちが共演。自国の多様な
民族性からインスピレーションを受けた作曲家を集めた、多彩なプログラムを
披露します。金子文子（企画）による詩編朗読も。Piano：川島余里、鈴木
陶子、林久美子　Violin：伊藤日菜子　※要予約（定員制）

 〒京都市左京区松ヶ崎芝本町27 松賀茂児童公園の北側前に面したガラ
スブロック邸宅1F　☎090-5343-0430

提携事業――――――――――――――――――――――――――――

 KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2019｜　
 Kyoto Experiment: Kyoto International Performing Arts
 Festival 2019
 2010年より、世界各地の先鋭的
な舞台芸術を紹介してきたKYOTO 
EXPERIMENT 京都国際舞台芸
術祭。国内外から気鋭のアーティ
ストを迎え、演劇やダンス・音楽に
とどまらず、美術など従来のジャン
ルを越境し、いま注目すべき多様
な表現が京都に集います。

 今回のフェスティバルのテーマは
「世界の響き－エコロジカルな
時代へ」。西洋に対し東洋を中心
に据えること、あるいは人工に対し
自然を中心に据えることといった
二項対立的な考え方を超えて、様々な主体が多層的に響き合う、新たな世
界の捉え方を提示するプログラムを展開します。

 
 開催期間：10/5（土）–10/27（日）
 会場｜ロームシアター京都、京都芸術センター、京都芸術劇場 春秋座、京
都府立府民ホール“アルティ”、THEATRE E9 KYOTO、世界遺産・元離宮
二条城、平安神宮、ほか

 Venue｜ROHM Theatre Kyoto, Kyoto Art Center, Kyoto Art Theater 
Shunjuza, Kyoto Prefectural Citizens’ Hall ALTI, THEATRE E9 
KYOTO, Nijo-jo Castle, Heian Jingu Shrine, and other locations

 kyoto-ex.jp

※開場時間は、全て2019 年10月5日（土）ニュイ・ブランシュKYOTO当日の
時間です。通常の開場時間とは異なります。
※天候等の事情により、プログラムは予告なく変更される場合があります。  
※駐車場はございません。

京都市とアンスティチュ・フランセ関西が毎秋開催するニュイ・ブランシュKYOTO。

京都市の姉妹都市であるパリ市発祥の「ニュイ・ブランシュ（白夜祭）」に着想を得た、一夜限りの

現代アートの祭典です。市内各所で日仏アーティストによるパフォーマンスや展示など、多彩なプロ

グラムを夜間、無料でご覧いただくことができます。

今年のテーマは「ダイアローグ（対話）」。アーティスト同士の対話はもちろんのこと、アーティストと

観客、作品と場所、フランスと日本、伝統と革新など、あらゆる領域を横断する対話が、花開く一夜と

なることでしょう。

いつもと違う顔を見せるまちを散策して、クリエイティブな夜のアートを楽しもう！

ニュイ・ブランシュKYOTO 2019　10月5日（土） 入場無料

オープニング・セレモニー　10月5日（土）17:30　会場：京都駅ビル駅前広場（ホテルグランヴィア京都前）



13 香老舗 松栄堂 薫習館｜Shogin Lobby – KUNJYUKAN
 10:00–22:00　展覧会
 20:00　パフォーマンス
  「見立て」_「化生」
 武田真彦 & クレモンティーヌ・
サンドネール 

 このインスタレーションは、2人の
アーティストの表現の間の会話
です。武田真彦の「見立て」は、
彼の祖父母が制作してきた貴重
な西陣織を紹介しており、その伝
統技術は彼の新しいサウンドス
ケープ制作において最も影響を
与えている、インスピレーションの
源です。クレモンティーヌ・サンドネールは日本の古代の織物を通して風景や
季節の「化生」を距離をもって観察し、作品に昇華します。

 サウンド・インスタレーション：Masahiko Takeda + Kazuomi Eshima 
(kafuka)

 展覧会：9/30–10/13（10:00–17:00）※10/5は22:00まで　
 〒京都市中京区烏丸通二条上ル東側　☎075-212-5590

14 無鄰菴｜MURIN-AN
 18:30–22:00
 アントニー・ボダン 展覧会
 アントニー・ボダンは、抽象画と
身の回りにある物や、工業的な
物と原始的な手仕事を関連付
け、ほぼシステマティックといえる
ほどのプロセスを経た創作を行う
アーティスト。量産されている製
品をセレクトし、シンプルかつ反
復性のあるアクションによって、
プロダクトの組成と、その装飾性
の潜在的可能性を明らかにする
手法で注目される作家が、日本
滞在中のリサーチおよび近代日
本庭園の傑作と言われる無鄰菴の庭園に着想を得て創作する新作を展示
する。※30分刻みの7回転（21:30最終入場）、1枠50名までの事前予
約制。予約は無鄰菴公式HPより受付中。

 アーティストトーク：10/6（日）14:00　予約不要・先着順、要入場料 
 展覧会：9/28–10/20（9月 9:00–18:00、10月 9:00–17:00）※10/5夜間
（18:30–22:00）以外は要入場料

 〒京都市左京区南禅寺草川町31番地　
 ☎075-771-3909　無鄰菴管理事務所　

15 ロームシアター京都 ローム・スクエア　特設ステージ “シマシマジマ”｜
Special stage “Shima Shima Jima (Island) ” in ROHM Square

 (ROHM Theatre Kyoto)
 16:00–21:00
 O K A Z A K I PA R K 

STAGE スペシャル
ライブ

 岡崎地域を中心に
活動する音楽グルー
プのほか、アイヌの
音楽を伝承する女性
ヴォーカルグループ
「マレウレウ」や、
インドの楽器タブラ奏者のユザーンとシタール奏者の石濱匡雄によるデュオ
によるスペシャルライブを開催。地域の飲食店による屋台（ナチュラルワイン
＆フード）もお楽しみください。

 OKAZAKI PARK STAGE:10/5–10/27※詳細は劇場WEBサイトでご確
認ください。

 〒京都市左京区岡崎最勝寺町13　☎075-771-6051

© Anthony Bodin

8 京都国立近代美術館｜The National Museum of Modern Art, Kyoto
 19:30–20:20（開場 19:00）
 映画上映「絶えざる変様 / 
室伏鴻」

 土方巽に師事した後、フラン
スなど各国で活躍した世界
的舞踏家、室伏鴻（1947–
2015）。ギリシャ系フランス
人監督バジル・ドガニスは、
室伏に魅せられ、2006年
から彼が急逝する2015年
までの10年間、カメラを向け続けました。「ダンスについての映画というより
も、この映画そのものが一種のダンスである」と語る監督が、孤高の舞踏家
の内面性までも捉えようとしたドキュメンタリー作品を、日本初上映します。

 原題：Altérations / Kô Murobushi（2019年／フランス／49分／カラー・
モノクロ／日本語）※英語字幕付き

 共催：京都国立近代美術館
 〒京都市左京区岡崎円勝寺町　☎075-761-4111

9 京都コンサートホール　1階エントランスホール｜Kyoto Concert Hall
 20:00–21:00（開場19:30）
 ディアローグ―ミニ・ピアノが
投影する“対話”

 現代ピアノよりも小さなサイズの
アップライトピアノである「ミニ・ピ
アノ」。戦後の物資が揃わなかっ
た時代、当時の河合楽器が楽器
制作への情熱を注ぎ込んで出来
上がった楽器です。京都コンサー
トホールでは、今となっては貴重な
存在となったミニ・ピアノ2台を
使って「ディアローグ（対話）」を
表現します。楽器、奏者、レパート
リー、スタイル、現在と過去―
さまざまな対話を2台のミニ・ピ
アノの演奏でお楽しみください。

 出演：砂原悟、田中咲絵
 〒京都市左京区下鴨半木町1-26　
 ☎075-707-6430

10 京都伝統工芸館｜Gallery of Kyoto Traditional Arts & Crafts
 17:00–22:00
 大杉真司絵画展
 ～京の街・舞妓ちゃんと
の対話　

 個性的なタッチと色彩で
舞妓を描き、世界的に活
躍中の画家・大杉真司氏
の絵画の展覧会を開催し
ます。絵画との対話（ダイ
アローグ）をテーマに絵画
作品を展示します。同時
開催でécole camondo
×TASK&KYOBIの交換
留学成果発表を行いま
す。ぜひお越しください。

 展覧会：10/5 –10/ 21
（10:00–17:30、最終入場は17:00） ※火・水休 ※10/5のみ17:00–22:00

 〒京都市中京区烏丸三条上ル　☎075-229-1010

11 CLUB METRO
 22:00–翌朝5:00
 NUIT BLANCHE
 AFTER PA R T Y
 日本全国、世界で活躍
する最先端のDJ、プロ
デューサーのラインナップ

 を早朝まで体感。AVV、
H i d e o N a ka s a ko、
Kafuka、Ken’ichi Itoi、
Masahiko Takeda。
スペシャルゲスト：Bruce 
Mennel、Torn（フランス） 

 主催：Butte Osaka、 
shrine.jp / MYTH

 入場無料（ドリンク代別
途500円要）

 〒京都市左京区川端丸太町下ル下堤町82　恵美須ビルB1F
 ☎075-752-4765

12 クリス・モズデルのアートハウス｜Lyricist Chris Mosdell’s Art House
 10:00–22:00　展覧会
 18:00–21:00　パフォーマンス
 VISUAL MUSIC AND BEYOND：
境界のない言葉 

 ビジュアル・ミュージックのスコア
から、詩人の谷川俊太郎との共
著である前衛的作品、また、アン
サンブル「Enso Watt」や、書
家の吉川壽一との合同作品ま
で、詩人・作詞家として知られる
クリス・モズデルによるインスタ
レーション。彼のVISIC（ヴィジュ
アル・ミュージック）の「有形の
詩」や、ダイアリー、書籍、レコー
ドが展示される。また、モズデルが自身の創作の旅を描く短編映像とともに、
自らの作品についてパフォーマンスを行う。会場は、美しくリノベーションされた
モズデルの町家であり、この家こそが、伝統とウルトラモダンとの間にある彼の
作品を反映している。

 展覧会：10/5–10/6（10:00–16:00）10/5は22:00まで
 〒京都市左京区岡崎法勝寺町83-1　
 ☎075-706-6673 / 090-5343-0430

© Macalube Films – Elzévir Films 2018

© nigatuzora

© Chris Mosdell

「ニオベの子供たち」の像にインスパイアされた作品。
〇 23:15–23:45　タカツキタツキ×yarnによるライブ
 ウッド・ベース×ラップという独自のスタイルで活動するアーティスト、タカツキ
タツキとyarnトリオ（鈴木潤 -鍵盤、岡田康孝 -コントラバス、他 -ドラム）に
よるライブ。

[3F サロン]
〇 19:00–深夜0:00　Seiho / Indulge in Reminiscences
 音楽の垣根を超えて表現を追求し続けるマルチ・アーティストSeihoを中心と
したサウンドインスタレーション。※DJ本人の出演は未定

[館内各所 ]
〇 19:00–深夜0:00　ジュリー・ステフェン・チェンとトマ・ポンスによる展示 
「裏窓―タヌキのめざめ」

 2015年ヴィラ九条山レジデントの2人のアーティストによる、AR（拡張現実）
技術を利用したインタラクティブな展示。タヌキと呼ばれる精霊たちと出会
える、ポエティックで遊び心あふれる世界を体験しましょう。

〇 19:50–20:20　Dance in Building 2019
 ダンスカンパニーMonochrome Circusが創作する、館内を舞台とした
サイトスペシフィックなダンス作品。

 〒京都市左京区吉田泉殿町8　☎075-761-2105

3 京都芸術センター｜Kyoto Art Center
 10:00–22:00

［フリースペース］
○ 19:00　テオ・カシアーニ『LECTURE (02)』
 フランス人作家テオ・カシアーニの新作小説『Rétine』を基に、小松千倫
によるサウンドパフォーマンスと、クレオ・ヴェルストルペン、竹之内芙美によ
るライブリーディングをお届けします。

[講堂、大広間、ギャラリー 南、ほか]
〇 グループ展「ケソン工業団地」KYOTO EXPERIMENT 2019 プログラム
 半島を南北に隔てる軍事境界線からわずかに北。ケソン工業団地は、朝鮮
民主主義人民共和国が土地と労働力、大韓民国が資本と技術力を提供
して形成され、南北双方の人々が共に働く特異な場として2004年から10年
以上にわたって操業されていた。2018年の夏、文化駅ソウル284（日本統治
時代に建設された旧ソウル駅舎）で開催された展覧会「ケソン工業団地」
は、ケソン工業団地を外から見た大きな経済の物語として語るのではなく、
そこで日常生活を送っていた一人ひとりによって築かれていた親密なコミュ
ニティにフォーカスし、ケソン工業団地の新しい肖像を描いた。その展覧会
から、3人のアーティストによる作品を京都で紹介する。

 展覧会：10/5–10/27（10:00–20:00）※10/5は22:00まで
 〒京都市中京区室町通蛸薬師下ル山伏山町546-2
 ☎075-213-1000

4 京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA｜Kyoto City University of Arts 
Art Gallery @KCUA

 11:00–22:00

 京都市立芸術大学芸術資料館収蔵品活用展「still moving library」
 図書館というだけでなく（個人の）書庫・コレクションなども含む広義で捉えた
「 library」という言葉をキーワードとして、芸術大学での教育・研究資料、
アーカイブなどの資源の「活用」方法、また「活用」の場とは何かを考える
プロジェクト。展覧会会期（9/28–11/3）中のニュイ・ブランシュKYOTO当日
（10/5）には、アーティストブックにまつわるイベントや、展覧会に関連した
映像上映を実施。

 展覧会：9/28–11/3（11:00–19:00）※10/5は22:00まで※月休（祝日・
振替休日の場合は開館、翌火曜を休館）

 〒京都市中京区押油小路町238-1 　☎075-253-1509

イ・ブロク『Robo Cafe』

© Théodora Jacobs

（参考）2018年度収蔵品活用展　Photo by Yuichiro Tamura

1 京都駅ビル駅前広場（ホテルグランヴィア京都前特設ステージ）｜Kyoto 
Station Building – Ekimae square

 17:30–19:45

〇 17:30–17:45　オープニング・セレモニー
 門川大作／京都市長、ローラン・ピック／駐日フランス大使によるご挨拶。
〇 17:55–18:35　ニコラ・ソンによるライブ
 ブラジルでの滞在経験を生かした楽曲づくりで活躍中の、パリ出身のニコラ・
ソン（ヴォーカル／ギター）が、ベース、フルート／サックス、ドラムの各ミュージ
シャンと共に4名編成でお届けする、心躍るフレンチ・ブラジリアンサウンド。
世界各国でのツアーも予定している期待のアーティストによる演奏をお楽
しみください。

〇 18:40–19:10　NEWTRAD（ニュートラッド）によるダブルダッチパフォー
マンス

 2本のロープを交互に回し、ジャンプやアクロバット、ダンスを掛け合わせた
パフォーマンス“ダブルダッチ”。メンバー全員が世界大会優勝・入賞経歴を
持ち、Little Glee Monster「世界はあなたに笑いかけている」MV出演や
サーカス出演などもこなすプロダブルダッチチーム「NEWTRAD」が、洗練
された表現力を使いこなす！

〇 19:15–19:45　tuQmoによる現代サーカスのパフォーマンス
 ポールダンサーのERIKA RELAXと、造形作家の池田精堂によるユニット
「tuQmo」が登場。オリジナルの道具を使った空中パフォーマンスを通して、
身体と物の関係をさまざまな視点から探る活動で注目される彼らが、ニュイ・
ブランシュのためのスペシャル・パフォーマンスを披露します！ 

 制作：瀬戸内サーカスファクトリー
 〒京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町901（JR「京都」駅よりすぐ）　
 ☎075-361-4401（京都駅ビルインフォメーション）

2 アンスティチュ・フランセ関西｜ Institut français du Japon - Kansai
 19:00–深夜0:00

[ガーデン]
〇 19:00–深夜0:00　「0/ zero」京造ねぶた 2019（京都造形芸術大学）
[1F 稲畑ホール ]
〇 19:15–19:45　森本ゆり・倉田翠によるピアノとコンテンポラリーダンス・
パフォーマンス

 現代音楽の演奏活動で注目されるアンサンブル九条山のピア二スト森本ゆ
りと、akakilike主宰・演出家・ダンサーの倉田翠によるコラボレーション。
近・現代のピアノ作品を媒介とした、非言語による対話のこころみ。

〇 20:30–21:15　ニコラ・ソンによるライブ
 シンガー、作曲家、ギタリストとして活躍するパリ出身のアルメニア系フラン
ス人、ニコラ・ソン。ブラジル文化の影響を受けたトロピカルなアフロ・ブラジ
リアンサウンドをお楽しみください。

〇 22:00–22:30　「Vois-tu celle-là qui s’enfuit （逃げていくあれが
見える？）」

 イラストレーターのカトリーヌ・ムリス（2018年ヴィラ九条山レジデント）と、
コレオグラファーのDD ドーヴィリエの2人による、イラストとダンスのライブ
パフォーマンス。ローマのヴィラ・メディチの庭にある、ギリシャ神話の登場人物

© 前谷開

5 世界遺産・元離宮二条城　二の丸御殿台所｜Former Imperial Villa 
Nijo-jo Castle (Nijo-jo) Ninomaru-goten Palace Daidokoro

 18:00–22:00（8:45–17:00は要入城料）
 「京都詩情」写真家 
甲斐扶佐義 初回顧展

 伝説の喫茶店ほんや
ら洞（2015年焼失）
や Bar八文字屋を経
営する写真家の甲斐
扶佐義、その作品は
国内外で高く評価さ
れ、2001年より連続
的に欧米各地で招待
個展を開催している。

 本展覧会は、国内初の回顧展として開催。50年にわたって撮りためた路地
裏や猫、子供、女性。モノクロの世界に落とし込まれたその情景は、懐かし
さを感じさせつつ、どこか異国のもののようにも感じられる。世界遺産・元離
宮二条城を舞台に、フランス国立造形芸術センターの写真部門責任者で
あるパスカル・ボース（2007年ヴィラ九条山レジデント）のキュレーションを
通して世界各国で紹介されてきたＫａｉの魅力をお届けする。

 展覧会：9/21–10/6（8:45–17:00、入城は16:00まで）※10/5夜間（18:00–
22:00、入城は21:45まで）以外は要入城料

 イベント詳細：https://muz-art.jp/kai-exhibition/
 〒京都市中京区二条通堀川西入二条城町541　
 ☎075-205-5396

6 The Terminal KYOTO
 9:00–22:00

 Villa Kujoyama in The Terminal KYOTO
 «Ecouter la nature... »
 日本文化と「対話」したヴィラ九条山レジデント12名が、「Ecouter la 

nature...」展を開きます。
 調香師ダニエル・ペシオによる香りに誘われ会場を進むと、イザベル・ルミン、
ミモザ・エシャール、ユーゴ・カプロン、マリオン・ドラリュ、サミー・リオ、ローレ
ル・パーカー＆ポール・シャマールによる、作品や試作品の展示をご覧いただ
けます。

 2015年ヴィラ九条山レジデントのミリン・グエンも、パブロ・サラン、山崎康と
のコラボレーションで作品を展示します。

 ニュイ・ブランシュKYOTO当日は、リュズ・モレノ＆アナイス・シルヴェストロに
よる料理イベントや、バンジャマン・ベルトランによるダンスパフォーマンスも
お楽しみ下さい。

 展覧会：10/4–10/14（9:00–18:00）※10/5は22:00まで
 〒京都市下京区新町通仏光寺下ル岩戸山町424
 ☎075-344-2544

シャボン玉と少女 1991 ©Kai Fusayoshi

© Isabelle Le Minh © Martin Argyroglo

© Luz Moreno et Anaïs Silvestro © Fbuisson

©Villa Kujoyama © Samy Rio

18 eN arts
 12:00–21:00
 大島成己個展「卓上の静物」
 一般的な写真の在り方に抗った作品を制
作、発表し続ける大島成己による新作展。第
9回ヴェネツィア・ビエンナーレのフォトグラフィ・
セクションにて作品を発表する等、国内外で
活躍する作家による待望の京都初個展。

 展覧会：9/20–10/13（12:00–18:00）
 ※会期中金土日のみ開廊※9/20は20:00
まで※10/5は21:00まで

 〒京都市東山区祇園町北側円山公園内
八坂神社北側　☎075-525-2355

19 ギャラリーギャラリー｜GALLERYGALLERY
 12:00–19:30
 大手裕子 /Hiroko OHTE個展
 織によるインスタレーション。連綿
と続く生命の営みは ― 繋ぎ、
絡ませ、解き、断ち、再び撚りを戻
し、編まれてまた引き裂かれ、それ
でも絶えることは無いようです。糸
や織りに関わることはそれを身を
もって感じることができるしごと
です。

 展覧会：10/5–10/20（12 :00 –
19:0 0）※木休※10/5 は19:30 まで

 〒京都市下京区四条河原町下ル寿ビル 5F　☎075-341-1501

20 ギャラリー16｜galerie16
 12:00–22:00
 小林椋個展「ソテツとてつもなく並」 
 既存の楽器を完璧に演奏するこ
とを目指した19世紀の自動演奏楽
器。ドラムの代替物として、打楽器
の音を電子音のパターンで自動演
奏するリズムボックス。音楽の演奏
にまつわる異なる時代の2つの機
械をモチーフにしたインスタレー
ション。

 展覧会：10/1–10/12（12:00–19:00、最終・日曜日は18 :00まで）※月休
※10/5は22:00まで

 〒京都市東山区三条通白川橋上ル石泉院町394、3F　☎075-751-9238

21 GALLERY TOMO
 13:00–22:00　展覧会
 19:00–22:00　ワークショップ
 1mx2m, ‘Vol. 1 at Kyoto,
  Japan’ 
 シンガポールを拠点に活動する7
人のアーティストの集団的な取り
組みを実証するプロジェクト。木版
画やシルクスクリーン、ミクストメ
ディアを素材とした参加型ワーク
ショップ。参加者は自分の作品を
家に持ち帰ることが可能。

 展覧会：9/28–10/6（13:00–19:00）
※月休※10/5は22:00まで

 〒京都市中京区下御霊前町633　☎075-585-4160

22 ギャラリー・パルク｜Gallery PARC
 11:00–22:00
 国谷隆志個展
  「Multidimensional」
 関西を拠点に活動する美術家 ·
国谷隆志の個展。本展では、新
作を中心に、ネオン管を用いた彫
刻や、オブジェ作品を通して、身
体と空間の関係性を問うインスタ
レーションを展開。

 展覧会：9/20–10/6（11:00–19:00）
※月休、金は20:00まで※10/5は22:00まで

 〒京都市中京区烏帽子屋町502 2F / 3F / 4F　☎075-231-0706

23 galleryMain
 13:00–22:30
 家と人かたまり継ぎ接いでほうろう
 佃七緒による展覧会。過去に出
会ったある生活の一場面を、現在
の作家の目線で編集し直し、焼き
物と布で空間を制作する。誰かの
生活が、作家によってくり返し思
い出され、かたどられ変質してい
く。鑑賞者はその空間をまた異な
る目線で変質させながら体験す
る。体験を消費すること、「もの」として所有することについて問う。

 展覧会：9/27–10/6（13:00–19:30※最終日は18:00まで）※月・火休
※10/5は22:30まで

 〒京都市下京区下鱗形町543-2F　☎075-344-1893

24 ギャラリーモーニング｜gallery morning kyoto
 12:00–22:00
 井上舞個展
 「不安定なシンボル」
 京都市立芸大大学院日本
画修了、2度目の個展。盆
栽に絡みつき機能する人造
的なメカを描きます。東洋
絵画の古い絵に見られる
色合いや剥落が、時にシン
メトリーに展開し、contemporaryな感覚となって発露します。

 展覧会：10/1–10/13（12:00–18:00）※月休※10/5は22:00まで
 〒京都市東山区三条通白川橋東入4丁目中之町207番地 三条通
 岡崎広道南西角　☎075-771-1213

Naruki Oshima

© Muku Kobayashi

GALLERY TOMO

© Takashi Kunitani　2014／「twisted parallel code：国谷隆志×中野公揮」
会場風景（Gallery PARC）／撮影：麥生田兵吾

© Nanao Tsukuda

7 UrBANGUILD
 20:40–23:10 （開場 20:00–深夜0:00）
〇 20:40–22:30
 FOUR DANCERS@ 

Nuit Blanche
 KYOTO
 Junnosuke Nishi 
× ダンサー、黒子
沙菜恵 ＋ 宮嶋哉行
（ヴァイオリン）、田
村興一郎 + Micky 
Marshall ( from 
France) 

〇  22:40–23:10　バンジャマン・ベルトラン & 上田普（うえた ひろし）
パフォーマンス　

 2019年ヴィラ九条山レジデントの振付家バンジャマン・ベルトランと、京都
在住の書家、上田普のコラボレーションによる、ダンスと書のライブパフォー
マンス。

 ※入場無料 /要ワンドリンク・オーダー 
 〒京都市中京区材木町181-2　ニュー京都ビル3F　
 ☎075-212-1125

© Hervé Dermoune

16 imura art gallery
 12:00–22:00
 上田順平個展「シン/エン」
 芸術における「やきもの」の
可能性を探求し、多様な表
現を展開する上田順平による
個展。本展では、レンガ、瓦、
陶磁器、ファインセラミックスを
用いて「ヒトの営為と物質と
時間の関係」を可視化し、観
者の中に一つの体験を生み出すことを試みます。

 展覧会：9/27–10/26（12:00–18:00）※日・月・祝休※10/5は22:00まで
 〒京都市左京区丸太町通川端東入東丸太町31　☎075-761-7372

17 ヴォイスギャラリー | MATSUO MEGUMI+VOICE GALLERY pfs/w
 11:00–21:00　展覧会
 19:00–21:00　トークショー：

forgotten object / remembered 
things

 縄文文化の研究者を交え、展覧
会「美術考古」内のイベントとして
トークショーを開催。無名・匿名、
所有者や事物の変化に加担した
人が「署名」したもの、作品制作
の意図からはずれた製作物など
について、〈表現〉や〈作品〉とは
何かというような問答をします。

 展覧会：10/4 –10/6および10/11–10/13（11:00–19:00） ※10/5は
21:00まで

 〒京都市下京区富小路通仏光寺下ル（高辻上ル）筋屋町147-1
 ☎075-341-0222

Photo by Takeru Koroda

イ・ブロク『Robo Cafe』


